
 花見川公民館だより 
 千葉市花見川公民館 千葉市花見川区柏井町 1590-8 電話 043-257-2756 ＦＡＸ 043-286-0185 

師走を迎えて         館長 篠塚 和仁 

 「歳月は人を待たず」といいますが、年末になると月日の流れのはやさを一段と感じてきま

す。令和6年（昭和99年、平成36年？！）も残すところ僅かとなりました。今年一年を振り返

ると、日本の四季も二季になってしまったのかと思わせるような気候となっている印象を強く

抱きます。特に７～9月にかけて猛暑が続き、熱中症予防のため、活動をキャンセルされるケ

ースが増えました。来年もこの傾向が続くと予想されます。これから本格的な冬の気候になり

ます。大会議室と和室をガス暖房に切り替え、自動販売機にホット飲料を追加しました。健康

に留意され、来年も多くの皆様のご来館をお待ちしております。1年間ご利用いただきありが

とうございました。よいお年を迎えられますことを心よりお祈り申し上げます。 

＜１２月の主催講座（再掲）＞ 

◎「子どもスノードームづくり体験」 

キラキラ✨をとじこめよう！世界にたった一つのスノードームを作ってみませんか。 

日時 12月 14日（土） 10:00～12:00 

対象 小学生（３年～６年生） 

定員 抽選１６人 ※12/７に抽選、12/10までに当選者に連絡。 

会場 花見川公民館 大会議室 

教材費 500円（当日集金） 持ち物 持ち帰り用の袋・水筒 

申込み 11月 30日（土）～12月６日（金） 花見川公民館へ電話か直接来館で 

◎「赤のしめ縄ベースでお洒落なお正月飾り」 

華やかな赤のしめ縄に友禅和紙で作る扇子を合わせ、カラーアレンジを引き立たせた素敵なお

正月飾りを作ってみませんか。 

日時 12月 22日（日） 10：00～12：00 

定員  成人１５人（抽選） 

抽選日 12月９日（月）当選した方には 12日までに連絡 

会場  花見川公民館大会議室 参加費 1,500円（当日集金） 

持ち物 持ち帰り用の袋・ワイヤーを切るはさみ、飲み物・ 

    ウエットティッシュ 

申込み 12月２日（月）～12月８日（日） 

来館での直接受付、または電話（257-2756） 

＜１月の主催講座＞ 

◎「歴史講座 ２回連続講座」 

①「千葉氏の成立とその時代」 

②「千葉氏の発展と衰亡」 

2024年 
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日 時 １日目 1月 23日（木）10:00～12:00 

      ２日目 1月 30日（木）10:00～12:00 

対 象 成人  定 員 20人 抽選制 

抽選日 1/12(日) 1/15(水)まで当選者に連絡 

講 師 NPO郷土ちばに学び親しむ会 百瀬一郎 先生 

参加費 無料 

会 場 花見川公民館 １階 大会議室 

申込み  1月 5日（日）～1月 11日（土） 

9:00～17：00 花見川公民館へ電話か直接来館で 

花見川公民館 TEL 257-2756（9：00～17:00） 

◎「１月 第５週名画鑑賞会」～山羊座のもとに～ 

日 時 １月３１日(金) ①午前の部 9：30～  

②午後の部 13：30～ 定員各２０人 

会 場 花見川公民館２階講堂 入場無料 

受 付 11月 29日(金)～ 窓口または電話にて 

サスペンス映画の神様アルフレッド・ヒッチコックが、イングリッド・バーグマン＆ジョセフ・コットン

主演で描いた時代劇ドラマ。イギリスの流刑地だった 19 世紀オーストラリア。かつて犯罪者としてこの地

へ送られ、一代で財を築きあげた街の有力者フラスキーの元に、一攫千金を狙うイギリス総督の甥チャール

ズがやって来る。チャールズはフラスキーの妻ヘンリエッタが心を病んでいることを知り、彼女を救おうと

するが……。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図書コーナー＞新着情報 

〇「フラワーレメディーの真髄を探る」 エドワード・バッチ著 BABジャパン 

〇「センス・オブ・ワンダー」「沈黙の春」 レイチェル・カーソン著 新潮文庫 

〇「眠れる進化」 アンドレアス・ワグナー著 早川書房 

〇「浮気な王の宮廷生活」 佐竹謙一著 講談社学術文庫 

〇「虫・全史～1000京匹の誕生・進化・繁栄・未来～」 スティーブ・ニコルス著 日経ﾅｼｮﾅﾙｼﾞｵｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ 

〇「不思議の国のアリス」 ルイス・キャロル著 新潮文庫 

〇「悲しみよ こんにちは」 フランソワーズ・サガン著 新潮文庫 

〇「あなたのことが知りたくて」 チョ・ナムジュ他 河出書房新社 

〇「浅草寺寺子屋よろず暦」 砂原浩太朗著 角川春樹事務所 

〇「葉隠入門」 三島由紀夫著 新潮文庫 

〇「儚い羊たちの祝宴」 米澤穂信著 新潮文庫 

〇「小説 小野小町 百夜（ももよ）」 高樹のぶ子著 日本経済新聞出版 

平安時代後期の 1126 年、桓武平氏である平高望(たいらのたかもち)の子孫、常重（つねし

げ）は、現在の緑区大椎町から中央区亥鼻付近に本拠地を移し、初めて「千葉」と名乗りまし

た。これをもって千葉のまちとしての歴史が始まったとされています。 

千葉開府 900 年に向けて、千葉市のルーツである「千葉氏」について学んでみませんか。 

 


